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新湊市では、昭和30年代から40年代にかけて富山新港の建設をはじめ、大規模なほ場整備や

土地区画整理事業等が実施されてきました。これらの工事の際に市内各地で遺物の出上が報告さ

れていますが、残念なことに詳細な記録のないまま現在ではその殆どが散逸してしまっています。

市内に残る遺跡は地域の歴史を正しく理解 し、将来の文化の向上ゃ地域の発展にも寄与するべ

き貴重な郷土資料でありますが、現在でも開発事業は尽きることなく続いてお り、市域の全てが

平野部に位置する本市の遺跡は、常に開発による破壊の危機に直面していると言えます。このよ

うな状況下で、必然的に遺跡の保護と開発行為との事前調整の重要性が高まつてきました。

市教育委員会ではこの問題に対応するため、遺跡の所在地や内容等、資料の充実を図る目的で、

平成 9年度から13年度にかけて国庫補助事業として市内全城を対象とした遺跡の分布調査を実施

してまいりました。本書はその5年間にわたる分布調査の結果を遺跡地図としてまとめたものです。

内容的には不備な点も多々あろうかと思いますが、地域の貴重な郷土資料を守 りつつ後世に伝

えていくため、この遺跡地図が多方面で積極的に活用されることを願ってやみません。

終わ りになりましたが、調査全般にわたってご指導いただいた富山県教育委員会および富山県

埋蔵文化財センバー、現地調査にご尽力された富山大学考古学研究室をはじめ、多大なご協力、

ご支援をいただきました地元の方々や関係者各位に対し心より感謝申し上げますとともに、今後

とも文化財の保護によリー層のご理解、ご協力を賜 りますようお願い申し上げます。

平成 15年 3月

新湊市教育委員会

教育長 竹 内 伸 一



例  言

1 本書は、新湊市教育委員会が平成 9年度から同 13年度にかけて市内全域を対照 として実施 した、埋蔵文

化財分布調査の結果をまとめた遺跡 (埋蔵文化財包蔵地)地図である。

2 分布調査及び本書の作製は、新湊市教育委員会が国庫補助金・県費補助金の交付をうけて実施 した。

3 本書の地図は、新湊市が国土地理院の承認を得て作成 した新湊市全図 (平成 13年度版)を 基にした もの

であり、全体区割図には縮尺 1/25,000を 、分割図には縮尺 1/10,000の 地図をそれぞれ原図として使用 した。

なお全体区割図では縮尺を1/50,0001こ 縮小してある。

4 本書に記載した遺跡の範囲は、平成 15年 3月 31日 現在において新湊市教育委員会が把握しているもので

ある。

5 埋蔵文化財の性格上、現況下での内容確認が困難であるため、地図中の遺跡範囲はおおよその範囲を示 し

たものである。したがって今後の発掘調査等によって新たな遺跡の発見や抹消、範囲等の内容変更が生 じる

可能性のあることを了承願いたい。

遺跡内容の最新情報については、新湊市教育委員会生涯学習課に問い合わせて下さい。

6 本書に記載 した遺跡の範囲内で発掘調査や土木工事等を実施する場合には 『文化財保護法』第57条 。第

57条の 2・ 第57条の3の規定による届出及び通知が必要とな ります。また遺跡近接地においても同様の取

扱いを行う場合がありますので、遺跡範囲の内外を問わず、事業計画の早期に新湊市教育委員会生涯学習課

まで連絡・確認願います。
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地 図 凡 例

1 本書に記載 した遺跡の時代は縄文時代から近世 までの各時代である。

2 分割図では、見開きの前頁に遺跡地図を、後頁に地図に対応する遺跡台帳を掲載 してある。

地図中の赤枠は遺跡範囲を、破線は現在事実上消滅 している遺跡範囲をそれぞれ示 している。各遺跡番号は

遺跡台帳の番号に対応 してお り、遺跡範囲が複数の分割図にまたがる場合には、台帳 も遺跡に対応させ複数

掲載 してある。

3 分割図に対応する遺跡台帳中の表記は下記のとお りである。

(1)遺跡の時代表記は下記のとお りである。なお発掘調査や文献資料・伝承等により詳細な時代が確認で き

る遺跡については極力細分化 して表示 した。

時代表記 糸田 分

縄文 (縄文時代 ) 草創 (草創期 )

晩 (晩期 )

早 (早期)、 前 (前期)、 中 (中期 ) 後 (後期 )

弥生 (弥生時代 ) 前 (前期 ) 中 (中 期)、 後 (後期 )

古墳 (古墳時代 ) 前 (前期)、 中 (中 期)、 後 (後期 )

古代 (古代 ) 飛鳥 (飛鳥時代 )

平安 (平安時代 )

白鳳 (自 鳳時代 ) 奈良 (奈良時代 )

中世 (中世 ) 鎌倉 (鎌倉時代)、 南北朝 (南北朝時代)、 室町 (室町時代 )

安土桃山 (安土桃山時代 )

近世 (近世 ) 近世 (江戸時代 )

(2)時代表記の後には遺跡の種別を記してある。発掘調査や文献史料・伝承等によって内容が推定できる遺跡・

時代については個々の種別を明記 し、遺物の散布や出上記録はあるが内容の不明なものについては散布地

と表記 した。

(3)「主な出土遺物」には、発掘調査で出土 したものの他、表面採集資料や過去に出上記録のある遺物 も含

めて記載 してある。出上記録のみで、現在内容確認のできない遺物については (伝 )と 記 してある。

律)「加除・内容変更等整理欄」は今後の遺跡内容変更等に対応するために設けたものである。各遺跡につ

いての最新情報は、市教育委員会生涯学習課で随時確認可能であるので、遺跡地図を利用される際に内容

変更等を確認 し、必要に応じて記入されたい。



開発事業に伴う埋蔵文化財の取扱いについて 佑頁参Ю

① 事業計画の照会
事業計画が策定された段階で、当該事業計画地内における史跡および、周知の埋蔵文化財包蔵地 (以下 「遺跡」と

いう)等の所在状況について、事業者が教育委員会に照会し、遺跡地図等で確認する。

② 予備調査
事業計画地及びその付近に遺跡が所在する場合には、まず現地の遺跡所在状況を正確に把握するための予備調査が必

要となります。予備調査は市教育委員会が主体となり、主に次の方法により実施します。

分布調査= 対象とする地域を踏査し、遺物の散布状況や地形等、地表面からの観察によって遺跡範囲やその分布
状況を把握する基礎的な調査であり、掘削は行いません。

試掘調査= 数メー トル四方の坪掘 りや、幅 1メ ー トル程度の細長い試掘溝を設けて実際に遺構 。遺物の有無や地

表からの深さ等を確認する部分的な発掘調査で、発掘面積は事業計画地面積の一割程度を目安とします。
この試掘調査によつて得られた情報が、今後の遺跡の保護や工事を進めてゆく上での重要な資料 となり
ます。

③ 発見された埋蔵文化財の取扱いについての協議
試掘調査によって事業計画地内に遺跡の広が りが確認された場合には、遺跡の保護措置が必要とな ります。

保護措置が必要となる範囲は、試掘調査によって確認された事業計画地内での遺跡範囲の内、実際に工事によつて
影響が生じる部分となります。主な方法としては①事業計画地内で遺跡の空白地に建築物の位置をずらす、②盛上に
よる保護層を設ける等工法の変更、③遺跡の部分を緑地帯等にして現状保存を図る、④事業計画の変更等が挙げられ
ます。
協議の結果、事業計画の変更が不可能となった場合には、破壊される遺跡を記録という形で残すために、本発掘調

査が必要となります。ただし、発掘調査は遺跡の破壊を伴う行為であり、現状保存が不可能な場合の次善の措置であ
るため、発掘調査は必要最低限の範囲に留めなければなりません。

④ 埋蔵文化財発掘の届出・通知
遺跡範囲内で土木工事等を実施する場合、事業者は文化財保護法 (以下 「法」という)第 57条 の2の規定に基づき、

市教育委員会を経由して文化庁長官 (通常の場合は県教育委員会教育長)に土木工事を行う旨の届出を事業着手の60
日前まで (事業者が国の機関等の場合には事業着手の30日 前までに法第57条の 3に よる通知)に行わなければなり
ません。

市教育委員会は、事業者からの届出・通知を受理し、これに教育委員会の意見を付して県教育委員会へ提出します。
届出・通知を受けた文化庁長官 (通常の場合は県教育委員会教育長)は発掘調査その他必要な事項についての指示又
は勧告を事業者に対して行います。
事業計画の照会により、計画地が遺跡範囲内に所在することが明らかとなつた場合や、試掘調査により遺跡の広が

りが確認された場合でも、工事の内容等によっては以下のような取扱いをする場合があります。

工事立会= 対象地域が狭小で、通常の発掘調査が実施できない場合や、工事が埋蔵文化財を損壊しない範囲内で

計画されているが、現地で状況を確認する必要がある場合において、工事等の実施中に教育委員会の職
員が現地で立ち会うこと。

慎重工事= 遺構の状況や工事の内容等から、発掘調査 。工事立会の必要がないと考えられる場合において、教育
委員会の指導のもと、埋蔵文化財に悪影響を及ぼすことのないよう注意を払いつつ、慎重に工事を実施

すること。

※ 遺跡範囲内での土木工事等の実施に際しては、

通知が必要 とな りますので、工事等の種類に関わら

⑤ 本発掘調査
本発掘調査は事業を実施する事業者が行うこととされていますが、発掘調査はその行為自体が遺跡の破壊を伴うと

いう側面を持ちます。そのため調査に際しては専門的な技術や相応の調査水準が求められることになり、通常は事業
者が教育委員会等に発掘調査を依頼することになります。

⑥ 工事中の遺跡発見 (不時発見)

埋蔵文化財の性格上、遺跡の範囲外であつても工事等の実施中に新たな遺跡が発見される場合があ ります。遺跡が

発見されたときには速やかに工事を中止し、法第57条の 5の規定に基づき、その現状を変更することなく文化庁長官 (通

常の場合は県教育委員会教育長)に届け出なければなりません (事業者が国の機関等の場合は法第57条の6に よる通知)。

この場合には文化庁長官 (通常の場合は県教育委員会教育長)は現状変更の停止又は禁止を命ずることがで きます。
工事実施中の遺跡の不時発見は埋蔵文化財の保護だけでな く、事業計画にも大 きな影響を与えることにな りかねま

せんので、事前の試掘調査等で十分な確認を行うことが必要 といえます。

⑦ 出土品整理・保存処理、調査報告書作成
発掘調査 (遺跡の記録保存)は出土品の整理、保存処理、調査報告書の作成・刊行をもつて完了とな ります。一般

的に調査報告書の作成には現地発掘調査期間に相応する期間が必要 とされます。
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開発事業に伴う埋蔵文化財の取扱い手続等概要

i ② 予 備 調 査
〔分布調査・試掘調査〕

有      無

□ 事業者の行為 。手続き

,_‐ _‐ _‐_i教育委員会の行為・手続き

rri事業者・教育委員会双方による
協議・調整

⑥ 工事中の遺跡発見

法第57条の 5に よる遺跡発見の届出
〔国の機関等の場合は法第57条の6に よる通知〕

③ 発見された埋蔵文化財の取扱いについての協議

計画変更不可能 工法等変更可能

④ 法第57条の2に よる発掘 (土木工事)の届出
〔国の機関等の場合は法第57条の3に よる通知〕

1工事立会・慎重工事の指示・勧告

i    法第58条の2に よる発掘調査実施の報告
:〔地方公共団体 (教育委員会)以外の機関が調査体 (教育委員会)以外の機関が調査を実施す :

| る場合は法第57条による発掘調査の届出〕

本 発 掘 調 査 i

!‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ Ⅲ Ⅲ
¥‐

‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ い ‐
・

1  重要遺構等発見   |

ililili:liVilI:::i:11

1       保存協議

一
⑦

計画変更不可能

出土品整理・保存処理、調査報告書作成 i
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瀬
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5 文 化 財 保 護 法 (抄)(昭 和25年 5月 30日 法律第214号 )

〔改正〕平成 14年 7月 3日 法律第82号

第一章 総 則

(こ の法律の目的)

第 1条  この法律は、文化財を保存し、且つ、その活用を図り、もつて国民の文化的向上に資するとと

もに、世界文化の進歩に貢献することを目的とする。

(文化財の定義)

第2条 この法律で 「文化財」 とは、次に揚げるものをいう。

(4)貝づか、古墳、都城跡、城跡、旧宅その他の遺跡で我が国にとつて歴史上又は学術上価値の高

いもの、庭園、橋梁、峡谷、海浜、山岳その他の名勝地で我が国にとつて芸術上又は観賞上価値

の高いもの並びに動物 (生息地、繁殖地及び渡来地を含む。)、 植物 (自 生地を含む。)及び地

質鉱物 (特異な自然の現象の生じている土地を含む。)で我が国にとつて学術上価値の高いもの (以

下 「記念物」という。)

(政府及び地方公共団体の任務 )

第3条 政府及び地方公共団体は、文化財がわが国の歴史、文化等の正しい理解のため欠 くことのでき

ないものであり、且つ、将来の文化の向上発展の基礎をなすものであることを認識し、その保存が適

切に行われるように、周到の注意をもつてこの法律の趣旨の徹底に努めなければならない。

(国民、所有者等の心構)

第4乗 一般国民は、政府及び地方公共団体がこの法律の目的を達成するために行う措置に誠実に協力

しなければならない。

3 政府及び地方公共団体は、この法律の執行に当つて関係者の所有権その他の財産権を尊重しなけれ

ばならない。

第四章 埋蔵文化財

(調査のための発掘に関する届出、指示及び命令)

第57条 土地に埋蔵されている文化財 (以下 「埋蔵文化財」という。)について、その調査のため上

地を発掘しようとする者は、文部科学省令の定める事項を記載した書面をもつて、発掘に着手しよう

とする日の30日 前までに文化庁長官に届け出なければならない。ただし、文部科学省令の定める場

合は、この限りでない。

2 埋蔵文化財の保護上特に必要があると認めるときは、文化庁長官は、前項の届出に係る発掘に関し

必要な事項及び報告書の提出を指示し、又はその発掘の禁止、停止若しくは中止を命ずることができる。

(土木工事等のための発掘に関する届出及び指示)

第57条の2 土木工事その他埋蔵文化財の調査以外の目的で、貝づか、古墳その他埋蔵文化財を包蔵

する土地として周知されている土地 (以下 「周知の埋蔵文化財包蔵地」という。)を発掘しようとす

る場合には、前条第 1項の規定を準用する。この場合において、同頂中 「30日 前」 とあるのは、
「60日 前」と読み替えるものとする。

2 埋蔵文化財の保護上特に必要があると認めるときは、文化庁長官は、前項で準用する前条第 1項の

届出に係る発掘に関し当該発掘前における埋蔵文化財の記録の作成のための発掘調査の実施その他の

必要な事項を指示することができる。

(国の機関等が行う発掘に関する特例 )

第57条の3 国の機関、地方公共団体又は国若しくは地方公共団体の設立に係る法人で政令の定める

もの (以下この条及び第57条の6において、 「国の機関等」 と総称する。)が、前条第一項に規

定する目的で周知の埋蔵文化財包蔵地を発掘しようとする場合においては、同条の規定を適用しない

ものとし、当該国の機関等は、当該発掘に係る事業計画の策定に当たつて、あらかじめ、文化庁長官
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にその旨を通知しなければならない。

2 文化庁長官は、前項の通知を受けた場合において、埋蔵文化財の保護上特に必要があると認めると

きは、当該国の機関等に対し、当該事業計画の策定及びその実施について協議を求めるべき旨の通知

をすることができる。

3 前項の通知を受けた国の機関等は、当該事業計画の策定及びその実施について、文化庁長官に協議

しなければならない。

4 文化庁長官は、前 2項の場合を除き、第 1項の通知があつた場合において、当該通知に係る事業計

画の実施に関し、埋蔵文化財の保護上必要な勧告をすることができる。

(埋蔵文化財包蔵地の周知)

第57条の4 国及び地方公共団体は、周知の埋蔵文化財包蔵地について、資料の整備その他その周知

の徹底を図るために必要な措置の実施に努めなければならない。

(遺跡の発見に関する届出、停止命令等)

第57条の5 土地の所有者又は占有者が出土品の出土等により貝づか、住居跡、古墳その他遺跡 と認

められるものを発見 したときは、第57条第 1項の規定による調査に当たつて発見した場合を除き、

その現状を変更することなく、遅滞なく、文部科学省令の定める事項を記載した書面をもつて、その

旨を文化庁長官に届け出なければならない。ただし、非常災害のために必要な応急措置を執る場合は、

その限度において、その現状を変更することを妨げない。

2 文化庁長官は、前項の届出があつた場合において、当該届出に係る遺跡が重要なものであり、かつ、

その保護のため調査を行う必要があると認めるときは、その土地の所有者又は占有者に対し、期間及

び区域を定めて、その現状を変更することとなるような行為の停止又は禁止を命ずることができる。

ただし、その期間は、 3箇月を超えることができない。

5 第 2項の場合において、同項の期間内に調査が完了せず、引き続き調査を行う必要があるときは、

文化庁長官は、 1回に限 り、当該命令に係る区域の全部又は一部について、その期間を延長すること

ができる。ただし、当該命令の期間が、同項の期間と通算して 6箇月を超えることとなつてはならない。

7 文化庁長官は、第 1項の届出がなされなかつた場合においても、第 2頂及び第 5項に規定する措置

を執ることができる。

(国の機関等の遺跡の発見に関する特例)

第57条の6 国の機関等が前条第 1項 に規定する発見をしたときは、同条の規定を適用しないものとし、

第57条第 1頂又は第58条の2第 1項の規定による調査に当たつて発見した場合を除き、その現状を

変更することなく、遅滞なく、その旨を文化庁長官に通知しなければならない。ただし、非常災害の

ために必要な応急措置を執る場合は、その限度において、その現状を変更することを妨げない。

(地方公共団体による発掘の施行)

第58条の2 地方公共団体は、文化庁長官が前条第一項の規定により発掘を施行するものを除き、埋

蔵文化財について調査する必要があると認めるときは、埋蔵文化財を包蔵すると認められる土地の発

掘を施行することができる。

3 地方公共団体は、第 1項の発掘に関し、事業者に対し協力を求めることができる。

第七章 罰 則

(刑罰 )

第107条の3 次の各号の一に該当する者は、二十万円以下の罰金に処する。

(2)第57条の 5第 2項の規定に違反して、現状を変更することとなるような行為の停止又は禁止

の命令に従わなかつた者

(行政罰)

第110条 次の各号の一に該当する者は、十万円以下の過料に処する。

(6)第 57条第 2項の規定に違反して、発掘の禁止、停止又は中止の命令に従わなかつた者
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